
（別紙３）

～ 令和8年3月24日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

～ 令和8年3月24日

（対象者数） 8名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

電話でのやりとりが難しい場合には、メールなど

で確認し臨機応変に対応している

2

市区印が研修を重ね専門性を高めて療育を行って

いる

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

身体を動かす活動や遊びの際にはスペースの確保

などを行うとともに、外での活動プログラムを取

り入れるようにする

2

夏祭りや地域に方が来やすいイベント等を計画し

開催できるようにする

3

保護者との子どもの状況や健康について共通理解が

出来ている

朝の送迎時や帰りの送迎時に健康状態を聞くととも

に、いつもと違う様子が見られた場合にはすぐに連

絡を取り合えるようにしている

子どもが安心感を感じて通所している 子どもが楽しく療育を行えるよう、日々の活動プロ

グラムが固定しないように職員間で話し合いを行っ

ている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースの広さ 高学年や長期休みなど利用の多い日には活動スペー

スが狭くなってしまうことがあるので、机の位置な

ど配慮・工夫が必要になる

地域の他の子どもと活動する機会が少ない コロナから徐々に交流が減ってしまい、公園に行っ

ても距離を感じることが多くなった

令和8年3月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービス　エルフィン　　児童発達支援

○保護者評価実施期間
令和8年3月11日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


